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司法府の最高磯関てりXを推進し、日本の裁判を

変革する

臺法によって證置され厄､わが目における司法

の霞喜楼雪である最裏裁判訳二現在は．デジタ

ル化に向けた全体調整.や総会戦略策定の中心飼

な役割を猩うデシタル推進室が立ち上がり、裁

判手檮のテシタル化の棲討が進むぢご、裁判の

デシタルl震､ランスフオーメーシ三ン（DX）に向

けた機運が蟇まっています二そう1-'たなか今

回《裁判のDXを推進する中該メンバーを募集し

ます二最嘉裁判所で働く憩力やキャリア価値な

とについて、民蒲企崇から壼萬裁判所に入所し

尼職員を含む3名にお詮を伺いましだ．

’
デジタル技術で今の時代にふさわしい

『公正で迅速な裁判」を実現する
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事務総局デシタル推推室参事官/西岡塞記

－はしめに､勗高裁判所のﾐｯｼｮﾝとテジ

タル推進室設立の背景を教えてください．
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筐家の「三権」の－つである司法潅を追う裁判

訴は‘室民の負託に応えられるよう、その誕生

以来,全霞各地の裁判頭で裁半;l官や職員が一つ

一つの事ｲ牛、一人一人の当事者に向き合い、公

正で迅連愈裁料を妻現す･べく､全力で目ヌワ担八』

でいます．

「公正で迅速趣裁判を実現する｣というミツ皇,

ﾖﾝは不変のも幻であっても､それを雲現する

足めに必雲な目”組みは辻会青勢によって大

きく変わってきます。また、園際化や価値讓互）

多様化等に伴い‘ 「公正さ」の勾容も時代に応

して変化しているように思います‘

この時代l‘=おいて､塗正で迅速敏裁判を壽現L

てL,く尼めに裁判所は何に取り祖むへきか'私

は、社会生活においてデジタル技術が急運に三

夏する毬がでは‘今まで裁聿拝が巽苦上ｷ←て吉

尼伝統を生かL,つつら､巨弓秒テシタル按術は

憧極釣に彫り入れていか趣ければなら報., iと考

えています。

7Eだデｼﾀﾙ技術を廟ワス.れるこご自鐸が自

己自認化L,Zはいけ尊いご琶晨っています．テ

ンタル授衛は､養判をよりよく1-,ていく足のの

手段です.テジタル推進室は、 『裁判をよりよ

いぞ]のにしていく」というミッション⑱実現を

目唱_,ていずす‘テシタル推造三は､テシタル

技術を后阜‘－て今ま~での蓑對所の事務の何を責

え､何を変えるぺ-きてはないのかを考え、実蓑

していく毛議濱季筬怠プロジェクトチームごL，

て． 20と'二4三に発足しました：テジタル推進



三に偲､裁署所の各種臺務に這通L,ている騒員

に塊え． システムi‘三等す愚知見を芦する黒,巻企

業睾身蕨テシタル人砺にち漉わうて弓うい，ブ

ロジエクトを進めていきす』

－さまさまな取り組みを進めるなかで｡現在

抱えている課題とはどういったものでしょう

か6また、その課題の解決に向けて取り組んで

いることについて教えてください。

現在、政府において．民事訴訟のテジタル化IE

向け定検討力｡進められており､近々､民薑訴誰

法の改正室が国会に提出される見込みです，ま

だ、刑事手纒や表事事ｲ牛等についても、民事訴

黙に篇く彫で検討が進められています．その急

かでは、手涜の待鐵に応に,て異なる部分もあり

ますが.おおむね｢紙｣と「対面｣をペースこ

組み立てられてき足裁判I力仕祖みを、 「テー

タjと「葬誌面」でも琵応できるようこする方

向で簔譲が進んでいます：裁判矛迄してち‘ そ

のよう獣方向で裁判の這用皀庫を変え、そのだ

めのシステムを零発していくこと力『求められま

テシタル推渥室を立ち上#十てから天きく麦わつ

尼と思う点は、 「業蕊とシステムの両面から同

芳並行3，に検討を潅めていく必要がある｣とい

う点について、矩織函で理解が深まう厄点で

す,まだ､多くのプﾛｼｪｸﾄが並行して涯ﾊｰ,

でいくなかで,各ｼｽﾃﾑを支える｢青壗這信臺

篝やネットワークといつ足資義這髻インフラの

重要性についても、組織内部で広く垂解が共有

きれてき足ように思います．このような変化に

は2021年度､デシタル繕進呈に採弓されだ民閻

企業出身のデシタル入荷が、構悪段階から裁判

所壗員とこもに惨討Iこ弱与Lﾉ‘裁舞蒜鼠員が業

蕊ごシステムとの対語の必妻注と意雲を実感で

き足ごとの影響が大きいよう{E感します‘

「裁判所のチシタル化」を通して、新しい裁判

所をつくる

墨・曇斡-ず罐や､蟻‘,。 密彦甦‘. ′愛 L＝“

今回、三つのポジションを新設し、さらに

クラウド移行支援のブロシエクトマネージャー

を増員する背景、また勤務形態を非常勤職員と

しだ狙いについて教えてください倉

多くのフロシェクI｡､において．褐悪殿畦から業

務プロセス改革！'BRR）どシステム閉発を司時

並行詞に進めていくという姿勢で震討を進め、

具偉詞な成昊を望していこうと考えると．穐悪

段陛から駕発に至るまでのプロセスに-ﾌI_ ,て、

計亘釣か．｡効塞蝿に憤討を進めていく必要があ

ります｡ これを妻現するだめにも､ システム器

尭のマネジメント経験を有するデジタル人輔を

多く迎え7，れ足いご患っています。侍{こ、今回

開発するシステムは国禺方恒接庚うｼｽﾃﾑ

になるので． 1－11 （ユーザーインタフェ

ス』 ／UX (ユーサーエクスベリエンス）の窪点

からシステム開発を主導'-,てちらえたらこ馬う

ています：

このよう葱ブロジエクト萱竺の重要生ごど壱

に臺近蓋く感しるのは、 畠プロジェクトを媚

蝿しつつ．全1軍こし‘て最遍なシステム撞威やセ

キュリティ蒟民を検討するここの必壽生です‘

圓別のシステムの合連性と， システム全捧とし

ての全雪生どいう二つの視点を持ち．往續しな

がら倹討を進めていきたい:堂考えています≦

こういう定検討には、 J〒D多くのテシタル人

祠、その怠力.･でを、民闇企壽等での耀器が豊富

毎人詞の力刀t必壽に徳るこ考えていますニフル

タイムでは怠くて看Ⅷ このようなﾌﾛラｪｸI~

の重要|生や念益釣な価値について共感できる万

に握広くご謬糎いただけろ,Jごう仁と考え、今回

初めて、李章動職員“1う影での毒薬を行うこ

ここいまL,足：

－-候補者とともに目指したい最高裁判所の将

来像について教えてください。

昨今、 さまざま琴手篭等がテシタル化!二向力. う

ている流れのなかで、民轟企業でlま当モリ前の

ことがなぜ蓑判-てはできていばいの定二・不思

碆に悪うごく芒あるか害し趣ません二 これか

ら､ そ-ういつだ点を変えていか蜘十れぱ葱らな

いのですが長年⑳壱例くぎフ定毫務めやり方

を変えて1. 1.くどいうこごIさ こうL,てち曇寂篭

めあるものであワ、蕊では分かっていて芒、 屯、

力､むね..‘1. ､Iｵｰ7．F－I病､五』! ‘〆i l完壹去宗三行、麦



患いま可＄

こめよう豚なで'でば、 まずlま小さ秒ここで害,

少L,罰進さ言､多くの賎員'こ変化することのﾎ

ｼﾃｨﾌ抵面をr俸感｣してちらぅ亡いうこと

が麦雲ではない刀､と患っています‘ぜひ多くの

裁舞副賭員にデジタル人鰊の雪さんと－縮に隙

討を進錠‘ていくここの言曼を実感L,てもらいた

いと認してし'ますが､そのよう感撰討を実現-,

ていくだめに必要獄デシタル人材が圧倒鈎に足

りな'㎡'どいう横況です：

「よりよい議判を実現していく より雇いパフ

ォーマンスを莞暹L,ていく』 ごいう大吉葱ビジ

ョンを共有L,獄がら‘裁判所の美務に題する知

見を持つ賎員こ－繕に秒って､何が必要だろう

こいう福点で娯討を進めてい尼た1才尼らこ思っ

ています。そういう足検討を遇して．多くの裁

半:所騒員に新しい視点や急{寸きを与え．テジタ

ル化に向け定噴射を加速させていく拶豐壷担っ

てもらい足いです。

すでに、民閣企雲での動霧繧酷切あるデシタル

人研の万にも、その知見をフルに発鍾して検討

を進めて吾らっています，テシタル推進室は‘

祖憲内のデシタル,人輔の知見を拮集さ官､今

農、 さまざまな部濡か抱える多くのフロシエク

r･でテジ‘ダル人材に誤わってい尼だくここで、

裁単ﾄj訴全犀のﾌﾛシｴｸﾄﾏネシメントをして

いきたいと考えています，せひ‘裁半ﾘ所のテシ

タル化というプロジェクトに参加L,て、一繕に

新しい裁半ﾘ所をつくっていきましょう‘

I最高裁判所のDXの±台作りに貰献する

事務総局デジタル推進室専門官／猪原和也

－猪原さんは，今回増員となるプロジェクト

マネージャー（クラウト移行支援）に、一足先

に従事しているそうですが,転職したきっかけ

や現在の業務内容について教えてください。

私は.外貰IT企業でエンシニアとして按衛支攪

やﾌﾛｼｴ'ﾌﾄﾏﾈｼﾒﾝ卜などを暹零して吉

まi_ﾉ尼。蛭瞳する直前には．教育分野のにTｲ足進

ご吉考試労支援のDXに携わり、初めて官公庁の

方々こｲ士事をしﾉました: このとき､官公庁でも

DXに真剣に取り祖んでいる姿を見て、私かこれ

まで学んで若足知書や徳拳してき足径誤を生か

きるかおしれない亡思っていたところ‘ 「裁判

のDXjというキ椀ツチコビーの公壽を見つけ、

ピンときて応募L,ました二

私自身、 これまで裁判に－切憲わっ足ここが芯

かつ尼”で、最初は裁判の仕組みや職講内容、

專湾甫雪を三犀するのが大変でしだ．しか'-,裁

判に識Lﾉては、裁判の專汚家である職員の皆さ

んか『いつも蔑切に教えてくれます，私は． ITの

專目弓家としてテシタル媚匡室のメンバーと一繕

に最要裁料緊の豐怪副署を巻き込みな雰唱、既

存システムのクラウド移行やｺﾐｭﾆｹｼｮ

ﾝツール導入などについて琴討を進めていま

国民にと．｡て利馬しやすく信預される司法廿

一ビスの提供と裁羊鐸職員の働き方改菫の実現

に向けて、私尼ぢ力壗高裁判所のDxの土台作i二

に貢風1-'ているご毒しています．

プロジェクトマネーシヤーには、具体的に

とのような経験やスキル，マイントを持つ人物

を求めていますか。

クラウトフラツト･フォム, ネットワーク､セ

キュリティ分野広)いずれかの知見を生かし,た大

損橦システムの企画，設計やフロシェクトの推

渥､E従事し疋怪藷をお持ちの万を歓迎します，

一万で､ さきざまな‘’”ｸｸﾗｳﾝ卜を持つ

方々の多様厳意見やアイテアを薑菫L,ます二

スキルと'-,ては､技箭餉に藍Lﾉいことや篶謹葱

ことを垂にでも分万､りやすくシンプル献言葉に

置き損えて誘弓月てき足り誰ﾖ月だけでは分から

ばいこ二を図堅I缶テモ葱《こて表現できだ｢〕する

方が望まLﾉいてす,マインドは､辱i_,いチャレ

ンジに対する意都や前向き獄讐勢を重境L〆ま
き

手渥壱二17斤､『マF1ぐう〒々ﾄｰ麦二二吾! トミーーイフ
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ていく力、痔に最高裁判所内の湾ｲ系部署の巻き

込みやコミユニケシ三ﾝが多くなってきぎす

ので､ 摂術力だ卜十では尊くプﾛﾝｪｸﾄ､マネうl

メン子の逼睾壱必要不可欠に芯る奎忌います，

役凝に関係なくﾌﾗｯﾄに護識できる環境

|､
M

鞠，
口
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鐘
今，最高裁判所のフロシェクトマネージャ

ーとなることで経験できることや得られるスキ

ルなと､そのキャリア価値はどういったもので

すか。

最喜裁判所でiｮ今まさに利用者のニーズや諸外

国の状況を踏まえた裁判手転のデシタル化(と

提室、 e襄件言理、 ご法廷）とし′て民事裁些ﾘや丹リ

雲裁判のテジタル化の要或分析. システム諸

計・僅舅を進めています． これまで書面どﾇﾖ面

で行ってきだ裁判が電子ﾃｰﾀとｵﾝﾗｲﾝｺ

ﾐｭﾆｹｰｼﾆﾝにｼﾌiしていく､まさに

｢裁判のDX｣の現場で活塞できることは大きみ

聴力だど思いますLﾉ､民簡企業では信られむ1 1

舅菫なキャリアとなるはずです，

－ともに働く職員のメンバー構成やデシタル

樵進室の働く環境の特徽について教えてくださ

い。また､副業･兼業での働き方について教え

てください。

テシタル推進室は､最高裁判所でさまざま芯軽

挙をしてきだﾒﾝパｰで篭或されていて,ま己

に多際|生のある蛆慧雇と思います｡周りの喰員

は、 lTの専門家では怠いに石かかわらす、 ITや

DXにとても興珠を持っていて、 さきざま尊角盲

からの買濁や娼談を受けたりするここで私自身

も学ぶ擬会を得られています：掻瑳に閨係なく

ﾌﾗｯﾄｰに.いつでもとこでち筆どでちﾃｨｽ､

カツシ三ンできる言貢が鑿っているので､ こて

呑陰吉やすい端尋です。

星篝,莪黄となると､ ﾌﾙﾀｲﾑの賎員と比鉦、

て時濯諭な帝.籾がありますガ､､一つのﾌﾛジｪ

ｸﾄにはデシタル推進室のメンバーが損数名ア

サインされますので､デジタル推進室内外のメ

ンバーど、適宜役割分猩を行い趣がら協業して

進めていくここに獄ります.

i 「武判のDX｣に携わる魅力とは

齢

事務総局情報政策課兼民事局専門官／尾川彰

－尾川さんが転職したきっかけや最高裁判所

に入られた経縄について教えてください。

ふとし尼喝然がきっかけでL′足二ある巳．電亘

遅延で迂垂（う万､い) し､ いつちこ違う地下鉄

に舅りまLﾉた｡そのこきに.大学蒔代の先輩と

這這1-′まし足’童悲壼をしてい足どころ,､完蜑

から暴言裁判所刀､:公募していることを教えても

らいましだ:正直なごこる、転職には心窪鈎な

抵抗もあり悩みまL,足が､塗壽勾容のフロシェ

クト壱謎力的で「役に立てるなら」ど決言し．

応三L,ましﾓﾆ

現在、取り組んでいるプロジェクト事例に

ついて教えてください。

現在は、二つのプロジェクトこ取り祖勿でいま

す‘一つは民雲裁調書頚電子提出システム

'mmt5） Iこ当するものですニこのシステム'3．

2蛇2＝にリリース予定です，これきて糘壽参力

里7堂か､ FAXでし‘心書類提出できまｾんでL,た

万(、システムを導入するどこで‘webフラウサ

･一でpDI:をアッフロ ドｰて提出できるように
←､q令十一

・‘多・ノず？ ，

もう一つはZOZ目年度に予定されている民事訴

訟手続⑱全面デシタル化に向けた準億です，昊

睾詩訟に言【-?る全てびj手妄をオンラインで行え

るぷう＝ず召､こ:どを目推して､裁判所のシステ

ムを職諾するこいﾗ室のです、これまで識で受



語してい足訴.式獄とがｵｰ/ラインで提出され

る，つまりテータの発生濠がデジタル化される

のて､裁半'のDXか大きく准iEされます｡

民間企業での経駿を生かし、業務効率化を進め

る

－最高裁判所で働くことで描けるキャリア価

値について教えてください。また民間企業から

転曜したことによる強みについて教えてくださ

いｨ，

日丞の民事訴訟手続における書類提出のデシタ

ル化は.場犬ではFAXが主で､ pDFアッフローI

で言云画期錦おことです、デシタル化が世間--“

猫からする:二‘遅れている状況です、このた

め、最高裁判所でのフロシエクトは、B章の裁

判を大きく颪牙するここになります｡ ｢ごんぢ

･ども世の中を変えられるプロジェクト'Eはな万､

怠力､出会えない、曼薑な堅験万命できる」ど思い

ます‘

弾みについては、 「民茜企業ではこういう目明

でどうやってきだ」仁経驍万雷れることです．

公霧員の仕事はさまざまな面で罠謁企業と違い

まず：たとえば「菫業考に対する公平性」とい

･ﾌE目的は、民君企秦にはなかなかありまE

ん｡目師が違うにめ､方法が違うのは当蟻獄の

てすが, それで=「非効率だから見直すべきで

は」こ思う方法は多致あります。

-一最高裁判所のデジタル化を進めていくなか

で感した、新しい気づきについて教えてくださ

い。

プロ＞工クトとしてのシステムの円滑獄導入は

壱言うんですが、 「職員の雪さんの働き方改三

こ言献しにい｣こ感しています： イ毒'ぬツール

が世の中には多くあるのIこ、辰われていない現

状浄あります‘私が民間企業に入社し,足当初と

働き万が変わっていないので|ま､ と感じてL,ま

うここもあります．一万で. 一緒に働き実感し『

尼のは、弓療の万々の諾笙釣思考力や説弱詑力

の昌さです， 、－帽に仕事をしているこ、私自身

宅冠職を受｛＋ます二

－最後に､この記事をご覧の方へﾒｯｾｰシ

をお願いします．

民濯企業に入社し,て題もない頃,同期からこん

な霊を窓きまし足二 「たとえば、液晶テレヒを

さらに5mm蕾くする､それはそ紙で大変な技術

か宅‘ i_,れないが､そう[‘やない．私はそれに価

値を尾いだぜ域い‘もつど迄票を変えるよう怠

価霞のあ惠佳菫がし足い」 二弩臭いのか壱Lﾉれ

ま官んが、 Lﾉびれまし吃：

壼言裁判罪での仕事は、いうなれば、ブラウン

盲テレビから有捷旦テレビヘー屋飛びに変えら

れる、 そん恵、世騨を変えるよう獄ｲ士事になり

そうだと感Lていきす， 緒に裁劉訴切圭界を

変えましょう。

｜募集職種

DX戦鐇アドパ･ｲ．サー

置穀ｾ千ﾕﾘﾃｨ逼策ｱドﾉ<ｨ‘サー

ブロシェクトマ軍一ジャー〈クラウト移行〕

プ、シェクr-マ単一-ぜ？－ （アプリ醐詫・U1,／

UX〒ザイ、 ． ‘ざ ノダ

エ ‘W猫･幻w ・幸・ 浄 小ノー ー． 問里子･勇. ､爵2世宕 、貴謹 、.｣1 ．f

fqやⅥ呵MB社峰k睦



| 採鯖をご検討中の企業様へ選ばれた人だけのハイクラス転職サイト

BIZREACH ご利用ガイド Q＆A ログイン

公;弊 !'＃隼t人椎索胤猫縄｢羅碧 ﾄア 卜.ハー･_〃勺楡卑
I 一 dF Iデ刊

､イ/、一

転職サイトビズリーチ〉公募・特集〉最高裁判所

最高裁判所

司法府の最高機関でDXを推進し、日本の裁判を変革する

憲法によって設置された、わが国における司法の最高機関である最高裁判所。現在は、デジタル化に向けた全体調整や総

合戦略策定の中心的な役割を担うデジタル推進室が立ち上がり、裁判手続のデジタル化の検討が進むなど、裁半|｣のデジタ

ルトランスフオーメーション(DX)に向けた機運が高まっています。そうしたなか今回、裁判のDXを推進する中核メンバ

ーを募集します。最高裁判所で働く魅力やキャリア価値などについて、民間企業から最高裁半｣所に入所した職員を含む3名

にお話を伺いました。

募集期間：2022年1月18日（火）～2022年2月14日（月）

本ページの求人は、 「プレミアムステージ」をご利用でなくても、ビズリーチ会員であればどなたでも閲覧、罹力呵能です。

I@""""11ヴッィデ脳Iｰ

最高裁判所
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』 ヅ」

デジタル技術で今の時代にふさわしい「公正~で迅速な裁判」を実現する

可事務総局デジタル推進室参事官／西岡慶記

鎌はじめに、最高裁判所のミッションとデジタル椎准宰詔立の背景を教えてください。

.

ー

国家の「三権」の一つである司法権を担う裁判所は、国民の負託に応えられるよう、その誕生以

来、全国各地の裁判所で裁判官や職員が一つ一つの事件、一人一人の当事者に向き合い、公正で迅

速な裁判を実現すべく、全力で取り組んでいます。

「公正で迅速な裁判を実現する」というミッションは不変のものであっても、それを実現するため

に必要な取り組みは、社会情勢によって大きく変わってきます。また、国際化や価値観の多様化等に伴い、 「公正さ」の内容も時代に応じて変化して

いるように思います。

この時代において、公正で迅速な裁判を実現していくために裁判所は何に取り組むべきか。私は、社会生活においてデジタル技術が急速に普及するな

かでは、今まで裁判所が築き上げてきた伝統を生かしつつも、有用なデジタル技術は積極的に取り入れていかなければならないと考えています。

1

ただ、デジタル技術を取り入れること自体が自己目的化してはいけないとも思っています。デジタル技術は、裁判をよりよくしていくための手段で

す。デジタル推進室は、 「裁判をよりよいものにしていく」というミッションの実現を目指しています。デジタル推進室は、デジタル技術を活用して

今までの裁判所の事務の何を変え、何を変えるべきではないのかを考え、実践していく組織横断的なプロジェクトチームとして、 2021年4月に発足しま

した。デジタル推進室には、裁判所の各種事務に精通している職員に加え、システムに関する知見を有する民間企業出身のデジタル人材にも加わって

もらい、プロジェクトを進めています。

－さまざまな取り組みを進めるなかで、現在抱えている課題とはどういったものでしょうか。また、その課題の解決に向けて取り組んでいることに

ついて教えてください。

現在、政府において、民事訴訟のデジタル化に向けた検討が進められており、近々、民事訴訟法の改正案が国会に提出される見込みです。また、刑事

手続や家事事件等についても、民事訴訟に続く形で検討が進められています。そのなかでは、手続の特徴に応じて異なる部分もありますが、おおむね

「紙」と「対面」をペースに組み立てられてきた裁判の仕組みを、 「データ」と「非対面」でも対応できるようにする方向で議論が進んでいます。裁

判所としても、そのような方向で裁判の運用自体を変え、そのためのシステムを開発していくことが求められます。

テジタル推進室を立ち上げてから大きく変わったと思う点は、 「業務とシステムの両面から同時並行的に検討を進めていく必要がある」という点につ

いて、組織内で理解が深まった点です。また、多くのプロジェクトが並行して進んでいくなかで、各システムを支える情報通信墓盤やネットワークと

いった情報通ｲ言インフラの重要'|生についても、組織内部で広く理解が共有されてきたように思います。このような変化には2021年度、デジタル推進室



に採用された民間企業出身のデジタル人材が、構想段階から裁判所職員とともに検討に関与し、裁判所職員が業務とシステムとの対話の必要性と意義

を実感できたことの影響が大きいように感じます。

｢裁判所のデジタル化」を通して、新しい裁判所をつくる ’

－今回、三つのポジションを新設し、さらにクラウド移行支援のう°ロジェクトマネージャーを増

員する背景、また勤務形態を非常勤職員とした狙いについて教えてください。

’

多くのプロジェクトにおいて、構想段階から業務プロセス改革(BPR)とシステム開発を同時並行的

に進めていくという姿勢で検討を進め、具体的な成果を出していこうと考えると、構想段階から開

発に至るまでのプロセスについて、計画的かつ効率的に検討を進めていく必要があります。これを

実現するためにも、システム開発のマネジメント経験を有するデジタル人材を多く迎え入れたいと

思っています。特に、今回開発するシステムは、国民が直接使うシステムになるので、 UI (ユーザ

ーインターフェース) /UX(ユーザーエクスペリエンス）の観点からシステム開発を主導してもらえ

たらと思っています。

ﾄ

H
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r

このようなプロジェクト管理の菫要性とともに、最近強く感じるのは、各プロジェクトを傭職しつつ、全体として最適なシステム構成やセキュリティ

対策を検討することの必要性です。個別のシステムの合理生と、システム全体としての合理性という三つの視点を持ち、往復しながら検討を進めてい

きたいと考えています。

こういった検討には、より多くのデジタル人材、そのなかでも、民間企業等での経験が豊富な人材の力が必要になると考えています。フルタイムでは

なくても、このようなプロジェクトの重要性や公益的な価値について共感できる方に幅広くご､参加いただけるようにと考え、今回初めて、非常勤職員

という形での募集を行うこととしました。

候補者とともに目指したい最高裁判所の将来像について教えてください。

昨今、さまざまな手続等がデジタル化に向かっている流れのなかで、民間企業では当たり前のことがなぜ裁判ではできていないのだと、不思議に思う

こともあるかもしれません．これから、そういった点を変えていかなければならないのですが、長年の慣例となった事務のやり方を変えていくという

ことは、どうしても抵抗感のあるものであり、頭では分かっていても、なかなか心はついていかないという面もあるかと思います。

I

このようななかでは、まずは、小さなことでも少し前進させ、多くの職員に変化することのポジティブな面を「体感」してもらうということが大事で

はないかと思っています。ぜひ多くの裁判所職員にデジタル人材の皆さんと一緒に検討を進めていくことの意義を実感してもらいたいと感じています

が、そのような検討を実現していくために必要なデジタル人材が圧倒的に足りないという状況です。

「よりよい裁判を実現していく、より高いパフォーマンスを発揮していく」という大きなビジョンを共有しながら、裁判所の業務に関する知見を持つ

職員と一緒になって、何が必要だろうという視点で検討を進めていただけたらと思っています。そういった検討を通じて、多くの裁判所職員に新しい

視点や気付きを与え、デジタル化に向けた検討を加速させていく役割を担ってもらいたいです。

すでに、民間企業での勤務経験のあるデジタル人材の方にも、その知見をフルに発揮して検討を進めてもらっています。デジタル推進室は、組織内の

デジタル人材の知見を結集させ、今後、さまざまな部門が抱える多くのプロジェクトでデジタル人材に関わっていただくことで、裁判所全体のプロジ

ェクトマネジメントをしていきたいと考えています。ぜひ‘裁判所のデジタル化というプロジェクトに参加して、一緒に新しい裁判所をつくっていき

ましょう。

最高裁判所のDXの土台作りに貢献する

事務総局デジタル推進室専門官／猪原和也

偽
8－． ‐〃’

一

猪原さんは、今回増員となるフ・ロジエクトマネージャー（クラウド移行支援）に、一足先に従

事しているそうですが、転職したきっかけや現在の業務内容について教えてください。 堂f鱗i鼠
欝
鋤
や
鶏
轆
鱈
卵 ’私は、外資IT企業でエンジニアとして技術支援やプロジェクトマネジメントなどを経験してきまし

た。転職する直前には、教育分野のICT促進と若者就労支援のDXに携わり、初め~て官公庁の方々とｲ土

睾をしました。このとき、官公庁でもDXに真剣に取り組んでいる姿を見て、私がこれまで学んでき

た知識や体験してきた経験を生かせるかもしれないと思っていたところ、 「裁半|｣のDX」というキヤ

ッチコピーの公募を見つけ、 ピンときて応募しました。

藤



私自身、これまで裁判に一切関わったことがなかったので、最初は裁判の仕組みや職務内容、専門用語を理解するのが大変でした。しかし裁判に関し

ては、裁判の專門家である職員の皆さんがいつも親切に教えてくれます。私は、 |Tの専門家としてデジタル推進室のメンバーと一緒に最高裁判所の関

係部署を巻き込みながら、既存システムのクラウド移行やコミユニケーシヨンツール導入などについて検討を進めています。

{国民にとって利用しやすく、信頼される司法サービスの提供と裁判所職員の働き方改革の実現に向けて、私たちが最高裁判所のDXの土台作りに貢献し

ていると感じています。

－プロジェクトマネージャーには、具体的にどのような経験やスキル、マインドを持つ人物を求めていますか。

クラウドプラットフォーム、ネットワーク、セキュリティ分野のいずれかの知見を生かした大規模システムの企画・設計やプロジェクトの推進に従事

した経験をお持ちの方を歓迎します。一方で、さまざまなバックグラウンドを持つ方々の多様な意見やアイデアを尊重します。
E

スキルとしては、技術的に難しいことや複雑なことを誰にでも分かりやすくシンプルな三葉に置き換えて説明できたり、説明だけでは分からないこと

を図解やデモなどで表現できたりする方が望ましいです。マインドは、新しいチャレンジに対する意欲や前向きな姿勢を重視します。

1

1

また、複数のプロジェクトを円滑にドライブしていく力、特に最高裁判所内の関係部署の巻き込みやコミュニケーションが多くなってきますので、技

術力だけではなくプロジェクトマネジメントの経験も必要不可欠になると思います。

役職に関係なくフラットに議論できる環境

－今、最高裁判所のブロジエクトマネージャーとなることで経験できることや得られるスキルな

ど、そのキャリア価値はどういったものですか。 箕，
"毎

Ｔ
ｌ
ｌ
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最高裁判所では今まさに利用者のニーズや諸外国の状況を踏まえた裁判手続のデジタル化(e提出、

e事件管理、 e法廷）として民聿裁判や刑事裁判のデジタル化の要求分析、システム設計・構築を進

めています。これまで書面と対面で行ってきた裁判が電子データとオンラインコミュニケーション

にシフトしていく、まさに「裁判のDX」の現場で活躍できることは大きな魅力だと思いますし、民

間企業では得られない員菫なキャリアとなるはずです。

↑綴守
熊

蝋

I

I

－ともに働く職員のメンバー構成やデジタル推准室の働く環境の特徴について教えてください。また、副業・兼業での働き方について教えてくださ

い。

テジタル推進室は、最高裁判所でさまざまな経験をしてきたメンバーで構成されていて、まさに多様性のある組織だと思います。周りの職員は、 ITの

専門家ではないにもかかわらず､ |TtbDXにとても興味を持っていて、さまざまな角度からの質問や相談を受けたりすることで私自身も学ぶ機会を得ら

れています。役職に関係なくフラットに、いつでもどこでも誰とでもディスカッションできる環境が整っているので、 とても働きやすい職場です。

副業・兼業となると、 フルタイムの職員と比べて時間的な制約がありますが、一つのプロジェクトにはデジタル推進室のメンバーが複数名アサインさ

れますので、デジタル推進室内外のメンバーと、適宜役割分担を行いながら協業して進めていくことになります。

｢裁判のDX」に携わる魅力とは

事務総局情報政策課兼民事局専門官／尾川彰

鰯－尾川さんが転職したきっかけや最高裁判所に入られた経緯について教えてください。
ノ

ふとした偶然がきっかけでした。ある日、電車遅延で迂回（うかい） し、いつもと違う地下鉄に乗

りました。そのときに、大学時代の先輩と遭遇しました。世間話をしていたところ、先輩から最高

裁判所が公募していることを教えてもらいました。正直なところ、転職には心理的な抵抗もあり悩

みましたが、公募内容のプロジェクトも魅力的で「役に立てるなら」と決意し、応募しました。

妬識

蕊

－現在、取り組んでいるう°ロジェクト事例について教えてください。

現在は、三つのプロジエクトに取り組んでいます。－つは民事裁判書類電子提出システム(mints)に関するものです。どのシステムは、 2022年にリリ

ース予定です。これまでは持参か郵送か、 FAXでしか書類提出できませんでしたが、システムを導入することで、WebブラウザーでPDFをアップロード



して提出できるようになります

もう一つは、 2025年度に予定されている民事訴訟手続の全面デジタル化に向けた準備です。民事訴訟における全ての手続をオンラインで行えるように

することを目指して、裁判所のシステムを刷新するというものです。これまで紙で受領していた訴状などがオンラインで提出される、つまりデータの

発生源がデジタル化されるので、裁判のDXが大きく推進されます。

民間企業での経験を生かし、業務効率化を進める

－最高裁判所で働くことで描けるキャリア価値について教えてください。また民間企業から転職

したことによる強みについて教えてください。

1

日本の民事訴訟手続における書類提出のデジタル化は、現状ではFAXが主で、 PDFアップロードでさ

え画期的なことです。デジタル化が世間一般からすると、遅れている状況です。このため、最高裁

判所でのプロジェクトは、日本の裁判を大きく刷新することになります。 「こんなにも世の中を変

えられるプロジエクトにはなかなか出会えない、貴重な経験ができる」と思います。

1

強みについては、 「民間企業ではこういう目的でこうやってきた」と経験が語れることです。公務

I 員の仕事はさまざまな面で民間企業と違います。たとえば「事業者に対する公平性」といった目的は、民間企業にはなかなかありません。目的が違う

ため、方法が違うのは当然なのですが、それでも「非効率だから見直すべきでは」と思う方法は多数あります。

’ －－最高裁判所のデジﾀﾙ化を進めていくなかで感じた､新しい気づきについて教えてください。

プロジェクトとしてのシステムの円滑な導入はもちろんですが、 「職員の皆さんの働き方改革に貢献したい」と感じています。便利なツールが世の中

には多くあるのに、使われていない現状があります。私が民間企業に入社した当初と働き方が変わっていないのでは、と感じてしまうこともありま

す。一方で、一緒に働き実感したのは、同僚の方々の論理的思考力や説明能力の高さです。一緒に仕事をしていると、私自身も刺激を受けます。

1－－最後に、この記事をご覧の方へメッセージをお願いします。

民間企業に入社して間もない頃同期からこんな話を聞きました。 「たとえば、液晶テレビをさらに5mm薄くす弓、それはそれで大変な技術かもしれ

ないが、そうじゃない。私はそれに価値を見いだせない。もっと世界を変えるような価値のある仕事がしたい」 。冑臭いのかもしれませんが、 しびれ

ました。

, 最高裁判所での仕事は､いうなれば､プﾗｳﾝ管テレビから有機ELﾃﾚビへ一足飛びに変えられる､そんな､世界を変えるような仕事になりそうだと

！ 感じています。一緒に裁判所の世界を変えましょう。 ｜

’

募集職種

! DX戦略アドバイザー

プロジェクトマネージャー（汎用系） システムコンサルタントセキュリティコンサルタント

東京都

【募集背景】 日本社会全体でDXの必要性が叫ばれ、政府においてもテジタル庁を立ち上げてDXの取取組を進めている中、裁判所でも、裁判のデジタル化に向

けて検討を進めています。社会が「脱害面」 「脱対面」に急速にシフト-す~る中、裁判手続だけがいつまでも書面を郵送やFAXで受け付け、法廷等に出席して行

うのを原則とす~るということを続けていては、国民に対して十分な司法サービスを提供できているとはいいがたい状況にもなりかねません。令和2年度から民

’|胄報セキュリティ対策アドバイザー
プロジエクトマネージャー（汎用系） システムコンサルタントセキュリティコンサルタント

東京都

【募集背景】 日本社会全体でDXの必要性が叫ばれ、政府においてもデジタル庁を立ち上げてDXの取取組を進めている中、裁判所でも、裁判のデジタル化に向

けて検討を進めています。社会が「脱書面」 「脱対面」に急速にシフトする中、裁判手続だけがいつまでも書面を郵送やFAXで受け付け、法廷等に出席して行

うのを原則とするということを続けていては、国民に対して十分な司法サービスを提供できているとはいいがたい状況にもなりかねません。令和2年度から民



’プロジェクトマネージャー（クラウド移行）
ネットワークエンジニアプロジエクトマネージヤ-(Web・オープン系）プロジエクトマネージャー（制御・組み込み系）

〈 東京都

i 【募集背景】 日本社会全体でDXの必要性が叫ばれ､政府においてもデジﾀﾙ庁を立ち上げてDXの取取組を進めている中､裁判所でも､裁判のデジﾀﾙ化に向
l けて検討を進めています。社会が「脱書面」 「脱対面」に急速にシフトする中、裁判手続だけがいつまでも書面を郵送やFAXで受け付け、法廷等に出席して行

： うのを原則とするということを続けていては、国民に対して十分な司法サービスを提供できているとはいいがたい状況にもなりかねません。令和2年度から民
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プロジェクトマネージャー（アプリ開発。UI/UXデザイン）
Webデザイナー．U|/UXデザイナープロダクトマネージャーその他（□－カリゼーション・QA等）

東京都
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｜ 【募集背景】 日本社会全体でDXの必要性が叫ばれ政府においてもデジﾀﾙ庁を立ち上げてDXの取取組を進めている中､裁判所でも裁判のデジﾀﾙ化に向
’ けて検討を進めています。社会が「脱書面」 「脱対面」に急速にシフトする中、裁判手続だけがいつまでも書面を郵送やFAXで受け付け、法廷等に出席して行
i

i うのを原則とするということを続けていては、国民に対して十分な司法サービスを提供できているとはいいがたい状況にもなりかねません｡令和2年度から民
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麓刷嚥職'；

最高裁判所

■メ 1' 3- =]t" ･ (29 j則訓ﾉ | #､i )

司法府の最高機関でDXを推進し、 日本の裁判を変革する

■公韓 '"";'' i ( =/ i 卜） に夜,1 :< :さオla()(M)脚鯉川＝ （に‐→ ( I8XM;',l li"

最高裁判所が進める「裁判のDX」 とは

■{ﾉ ｰｿ’二!ヒー にl側_虻i-;li/ |人! l

憲法によって設置された、わが国における司法の最高機関である最高裁判所。現在は、デジ

タル化に向けた全体調整や総合戦略策定の中心的な役割を担うデジタル推進室が立ち上が

り、裁判手続のデジタル化の検討が進むなど、裁判のデジタルトランスフォーメーション

(DX)に向けた機運が高まっています。そうしたなか今回、裁判のDXを推進する中核メン

バーを募集します｡最高裁半l1所で働く魅力やキャリア価値などについて、民間企業から最高

裁判所に入所した職員を含む3名にお話を伺いました。

■IMIMよい(>{ )､-tl . (i()( ' ."

1剛l ,! i i l_ い()X' |':M|";､I )

デジタル技術で今の時代にふさわしい「公正で迅速な裁判」を実現する

写真1

i''言測iいIい'，

事務総局デジタル推進室参事官／西岡慶記

WAi

－はじめに、最高裁判所のミッションとデジタル推進室設立の背景を教えてください。

{” 〈ノ
〃 、～
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国家の「三権」の一つである司法権を担う裁判所は、国民の負託に応えられるよう、その誕

生以来、全国各地の裁判所で裁判官や職員が一つ一つの事件、一人一人の当事者に向き合

い、公正で迅速な裁判を実現すべく、全力で取り組んでいます。

「公正で迅速な裁判を実現する」というミッションは不変のものであっても、それを実現す

るために必要な取り組みは、社会情勢によって大きく変わってきます。また、国際化や価値

観の多様化等に伴い､ 「公正さ」の内容も時代に応じて変化しているように思います。

この時代において、公正で迅速な裁判を実現していくために裁判所は何に取り組むべきか。

私は､社会生活においてデジタル技術が急速に普及するなかでは､今まで裁判所が築き上げ

てきた伝統を生かしつつも、有用なデジタル技術は積極的に取り入れていかなければなら

ないと考えています。

ただ、デジタル技術を取り入れること自体が自己目的化してはいけないとも思っています。

デジタル技術は、裁判をよりよくしていくための手段です。デジタル推進室は、 「裁判をよ

りよいものにしていく」というミッションの実現を目指しています。デジタル推進室は、デ

ジタル技術を活用して今までの裁判所の事務の何を変え、何を変えるべきではないのかを

考え､実践していく組織横断的なプロジェクトチームとして､2021年4月に発足しました。

デジタル推進室には､裁判所の各種事務に精通している職員に加え、システムに関する知見

を有する民間企業出身のデジタル人材にも加わってもらい、プロジェクトを進めています。

'鮒ﾊ1

－さまざまな取り組みを進めるなかで、現在抱えている課題とはどういったものでしよ
一

うか。また、その課題の解決に向けて取り組んでいることについて教えてください。

１
斤
ハ

ス
ー

現在、政府において、民事訴訟のデジタル化に向けた検討が進められており、近々、民事訴

訟法の改正案が国会に提出される見込みです。また、刑事手続や家事事件等についても、民

事訴訟に続く形で検討が進められています。そのなかでは、手続の特徴に応じて異なる部分

もありますが、おおむね「紙」 と 「対面」をベースに組み立てられてきた裁判の仕組みを、

「データ」 と 「非対面」でも対応できるようにする方向で議論が進んでいます。裁半|｣所とし

2



ても、そのような方向で裁判の運用自体を変え、そのためのシステムを開発していくことが

求められます。

デジタル推進室を立ち上げてから大きく変わったと思う点は、 「業務とシステムの両面から

同時並行的に検討を進めていく必要がある」という点について、組織内で理解が深まった点

です。また、多くのプロジェクトが並行して進んでいくなかで、各システムを支える情報通

信基盤やネットワークといった情報通信インフラの重要性についても、組織内部で広く理

解が共有されてきたように思います。このような変化には2021年度、デジタル推進室に採

用された民間企業出身のデジタル人材が、構想段階から裁判所職員とともに検討に関与し、

裁判所職員が業務とシステムとの対話の必要性と意義を実感できたことの影響が大きいよ

うに感じます。

'| ､兄Ill l‐ （3() _虻ドリW)

「裁判所のデジタル化」を通して、新しい裁判所をつくる

写真2

;lW, |

一今回、三つのポジションを新設し､ さらにクラウド移行支援のプロジェクトマネージ

ャーを増員する背景、また勤務形態を非常勤職員とした狙いについて教えてください。

'応ノ
↑ 〆 －－

多くのプロジェクトにおいて、構想段階から業務プロセス改革(BPR) とシステム開発を同

時並行的に進めていくという姿勢で検討を進め、具体的な成果を出していこうと考えると、

構想段階から開発に至るまでのプロセスについて、計画的かつ効率的に検討を進めていく

必要があります。これを実現するためにも、システム開発のマネジメント経験を有するデジ

タル人材を多く迎え入れたいと思っています。特に、今回開発するシステムは、国民が直接

使うシステムになるので、 UI (ユーザーインターフェース) /UX (ユーザーエクスペリエン

ス）の観点からシステム開発を主導してもらえたらと思っています。

このようなプロジェクト管理の重要性とともに、最近強く感じるのは、各プロジェクトを傭

I敢しつつ、全体として最適なシステム構成やセキュリティ対策を検討することの必要性で

す。個別のシステムの合理性と、システム全体としての合理性という二つの視点を持ち、往

復しながら検討を進めていきたいと考えています。

3



こういった検討には、より多くのデジタル人材、そのなかでも、民間企業等での経験が豊富

な人材の力が必要になると考えています。フルタイムではなくても、このようなプロジェク

トの重要性や公益的な価値について共感できる方に幅広くご参加いただけるようにと考え、

今回初めて、非常勤職員という形での募集を行うこととしました。

漢棚

一一候補者とともに目指したい最高裁判所の将来像について教えてください。

本又

昨今、さまざまな手続等がデジタル化に向かっている流れのなかで、民間企業では当たり前

のことがなぜ裁判ではできていないのだと、不思議に思うこともあるかもしれません。これ

から、そういった点を変えていかなければならないのですが、長年の慣例となった事務のや

り方を変えていくということは、どうしても抵抗感のあるものであり、頭では分かっていて

も、なかなか心はついていかないという面もあるかと思います。

このようななかでは、まずは、小さなことでも少し前進させ、多くの職員に変化することの

ポジティブな面を「体感」してもらうということが大事ではないかと思っています。ぜひ多

くの裁判所職員にデジタル人材の皆さんと一緒に検討を進めていくことの意義を実感して

もらいたいと感じていますが、そのような検討を実現していくために必要なデジタル人材

が圧倒的に足りないという状況です。

「よりよい裁判を実現していく、より高いパフォーマンスを発揮していく」という大きなビ

ジョンを共有しながら、裁判所の業務に関する知見を持つ職員と一緒になって、何が必要だ

ろうという視点で検討を進めていただけたらと思っています。そういった検討を通じて、多

くの裁判所職員に新しい視点や気付きを与え、デジタル化に向けた検討を加速させていく
役割を担ってもらいたいです。

すでに、民間企業での勤務経験のあるデジタル人材の方にも、その知見をフルに発揮して検

討を進めてもらっています。デジタル推進室は､組織内のデジタル人材の知見を結集させ、

今後、 さまざまな部門が抱える多くのプロジェクトでデジタル人材に関わっていただくこ

とで、裁判所全体のプロジェクトマネジメントをしていきたいと考えています。ぜひ、裁判

4



所のデジタル化というプロジェクトに参加して、一緒に新しい裁判所をつくっていきまし

ょう。

■2 1:fl l ifj ! , ｢1()()‐-| ､H()CM･: )

I泓川| （ (い虹｣ io:jfﾉ | I､I )

最高裁判所のDXの土台作りに貢献する

写真3

繊職■氏↑；

事務総局デジタル推進室専門官／猪原和也

'壱一『γ リ 1 1 I

".W

－猪原さんは、今回増員となるプロジェクトマネージャー（クラウド移行支援）に、一足

先に従事しているそうですが、転職したきっかけや現在の業務内容について教えてくださ

い。

ｲ 〉『
Q J、

私は、外資IT企業でエンジニアとして技術支援やプロジェクトマネジメントなどを経験し

てきました。転職する直前には、教育分野のICT促進と若者就労支援のDXに携わり、初め

て官公庁の方々と仕事をしました。 このとき、官公庁でもDXに真剣に取り組んでいる姿を

見て、私がこれまで学んできた知識や体験してきた経験を生かせるかもしれないと思って

いたところ、 ｢裁判のDX｣というキャッチコピーの公募を見つけ、ピンときて応募しました。

私自身、 これまで裁判に一切関わったことがなかったので、最初は裁判の仕組みや職務内

容、専門用語を理解するのが大変でした。しかし裁判に関しては、裁判の專門家である職員

の皆さんがいつも親切に教えてくれます。私は、 ITの専門家としてデジタル推進室のメン

バーと一緒に最高裁判所の関係部署を巻き込みながら、既存システムのクラウド移行やコ

ミュニケーションツール導入などについて検討を進めています。

国民にとって利用しやすく、信頼される司法サービスの提供と裁判所職員の働き方改革の

実現に向けて、私たちが最高裁判所のDXの土台作りに貢献していると感じています｡
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’ず！ ； ’ l I i

－プロジェクトマネージャーには、具体的にどのような経験やスキル、マインドを持つ

人物を求めていますか。

小丸

クラウドプラットフォーム、ネットワーク、セキュリティ分野のいずれかの知見を生かした

大規模システムの企画・設計やプロジェクトの推進に従事した経験をお持ちの方を歓迎し

ます。一方で、さまざまなバックグラウンドを持つ方々の多様な意見やアイデアを尊重しま

す。

スキルとしては、技術的に難しいことや複雑なことを誰にでも分かりやすくシンプルな言

葉に置き換えて説明できたり、説明だけでは分からないことを図解やデモなどで表現でき

たりする方が望ましいです｡マインドは､新しいチャレンジに対する意欲や前向きな姿勢を

重視します。

また、複数のプロジェクトを円滑にドライブしていく力、特に最高裁判所内の関係部署の巻

き込みやコミュニケーションが多くなってきますので、技術力だけではなくプロジェクト

マネジメントの経験も必要不可欠になると思います。

'l , I,LI!' ! I I ( I IOJ !･ :l〃､I )

役職に関係なくフラットに議論できる環境

写真4
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－今、最高裁判所のプロジェクトマネージャーとなることで経験できることや得られる

スキルなど、そのキャリア価値はどういったものですか。

T

卜

'1 ／

最高裁判所では今まさに利用者のニーズや諸外国の状況を踏まえた裁判手続のデジタル化

(e提出、 e事件管理、 e法廷） として民事裁判や刑事裁判のデジタル化の要求分析、シス

テム設計･構築を進めています。これまで書面と対面で行ってきた裁判が電子データとオン
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ラインコミュニケーションにシフトしていく、まさに「裁判のDX」の現場で活躍できるこ

とは大きな魅力だと思いますし、民間企業では得られない貴重なキャリアとなるはずです。

1 1 1

－ともに働く職員のメンバー構成やデジタル推進室の働く環境の特徴について教えてく

ださい。また、副業・兼業での働き方について教えてください。

'い、人

デジタル推進室は、最高裁判所でさまざまな経験をしてきたメンバーで構成されていて、ま

さに多様性のある組織だと思います｡周りの職員は､ITの専門家ではないにもかかわらず、

ITやDXにとても興味を持っていて、さまざまな角度からの質問や相談を受けたりすること

で私自身も学ぶ機会を得られています。役職に関係なくフラットに、いつでもどこでも誰と

でもディスカッションできる環境が整っているので、 とても働きやすい職場です。

副業・兼業となると、フルタイムの職員と比べて時間的な制約がありますが、一つのプロジ

ェクトにはデジタル推進室のメンバーが複数名アサインされますので、デジタル推進室内

外のメンバーと､適宜役割分担を行いながら協業して進めていくことになります。

轟洲■?≦ ! !$l ｡2Mへ- | rl(い↓ﾉ■ !-: |l w q . ' ' ， ' 『'､､ ､ ノ '

{刈甦'r"II,I )
i I i j l ， ’

二’ ’ 1 .

「裁判のDX」に携わる魅力とは

写真5
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事務総局情報政策課兼民事局専門官／尾川彰

－尾川さんが転職したきっかけや最高裁判所に入られた経緯について教えてください。
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ふとした偶然がきっかけでした。ある日、電車遅延で迂回（うかい）し、いつもと違う地下

鉄に乗りました。そのときに、大学時代の先輩と遭遇しました。世間話をしていたところ、

先輩から最高裁判所が公募していることを教えてもらいました。正直なところ、転職には心

理的な抵抗もあり悩みましたが、公募内容のプロジェクトも魅力的で「役に立てるなら」と

決意し、応募しました。

笥洲

一現在、取り組んでいるプロジェクト事例について教えてください。

ノト人

現在は、二つのプロジェクトに取り組んでいます。一つは民事裁判書類電子提出システム

(mints)に関するものです。このシステムは、 2022年にリリース予定です。これまでは持

参か郵送か、 FAXでしか書類提出できませんでしたが、システムを導入することで、 Web57

ラウザーでPDFをアップロードして提出できるようになります。

もう一つは､2025年度に予定されている民事訴訟手続の全面デジタル化に向けた準備です。

民事訴訟における全ての手続をオンラインで行えるようにすることを目指して、裁判所の

システムを刷新するというものです。 これまで紙で受領していた訴状などがオンラインで

提出される、つまりデータの発生源がデジタル化されるので、裁判のDXが大きく推進され

ます。

'1 ,兇,' II I { (杣丈丁l lﾉ内）

民間企業での経験を生かし、業務効率化を進める

写真6

鷺{間

一最高裁判所で働くことで描けるキャリア価値について教えてください。また民間企業

から転職したことによる強みについて教えてください。

1べえ

日本の民事訴訟手続における書類提出のデジタル化は、現状ではFAXが主で、PDFアップロ

ードでさえ画期的なことです。デジタル化が世間一般からすると、遅れている状況です。こ

のため、最高裁判所でのプロジェクトは、 日.本の裁判を大きく刷新することになります。
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「こんなにも世の中を変えられるプロジェクトにはなかなか出会えない、貴重な経験がで

きる」 と思います。

強みについては、 「民間企業ではこういう目的でこうやってきた」と経験が語れることです。

公務員の仕事はさまざまな面で民間企業と違います。たとえば「事業者に対する公平性」と

いった目的は、民間企業にはなかなかありません。目的が違うため、方法が違うのは当然な

のですが、それでも「非効率だから見直すべきでは」 と思う方法は多数あります。

1剛ﾊI

－最高裁判所のデジタル化を進めていくなかで感じた、新しい気づきについて教えてく

ださい。

本文

プロジェクトとしてのシステムの円滑な導入はもちろんですが、 「職員の皆さんの働き方改

革に貢献したい」と感じています。便利なツールが世の中には多くあるのに、使われていな

い現状があります。私が民間企業に入社した当初と働き方が変わっていないのでは、と感じ

てしまうこともあります。一方で、一緒に働き実感したのは、同僚の方々の論理的思考力や

説明能力の高さです。一緒に仕事をしていると、私自身も刺激を受けます。

'釧附』

一最後に、この記事をご覧の方へメッセージをお願いします。

ゾ
ヘ

民間企業に入社して問もない頃、同期からこんな話を聞きました。 「たとえば、液晶テレビ

をさらに5mm薄くする、それはそれで大変な技術かもしれないが、そうじやない。私はそれ

に価値を見いだせない。もっと世界を変えるような価値のある仕事がしたい」 。青臭いのか

もしれませんが、 しびれました。

最高裁判所での仕事は、いうなれば、ブラウン管テレビから有機ELテレビヘー足飛びに変

えられる、そんな、世界を変えるような仕事になりそうだと感じています。一緒に裁判所の

世界を変えましょう。
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【求人】

・2014739

・2014750

・2014758

･2014893

DX戦略アドバイザー

情報セキュリティ対策アドバイザー

プロジェクトマネージャー（クラウド移行）

プロジェクトマネージャー（アプリ開発・UI/UXデザイン）

且一一

〆
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